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　当病棟に入院する患者は、他院で切断を余儀

なくされ、救肢を求めてセカンドオピニオンを

求めての来院が多く、患者・家族の救肢への期

待は大きい。

　患者は持続する疼痛や疾患の進行に伴うADL

の制限等で心身ともに疲弊した状態で入院して

くる状況があり、術前は感染防止のケアと疼痛

管理、意思決定支援が求められる。術後は、入

院前の生活に可能な限り近づくことを目標に生

活全般の援助を行う。患者が入院前の生活によ

り近い状態で退院するには、患者のモチベー

ションの維持が必要である。術後の疼痛や入院

期間の長期化が、治療継続のモチベーションに

影響を与えることもあり、看護師は患者の目標

を共有しながら、モチベーションを維持できる

よう、療養環境を整えることが必要である。病

棟看護師、特定看護師、医師でカンファレンス

を行いながら、NSTやリハビリテーション科、

退院支援部門と連携が行えるように調整を行う

ことが病棟看護師の役割である。

　患者が入院前の生活に戻る上での強み・弱み

を捉え、生活を整えるためには、患者の自己管

理能力のアセスメントが重要である。創傷管理

が必要な状態での退院や再発防止のためには、

患者の理解力や自己管理能力に合わせた退院指

導と、援助が必要な部分の見極め、援助を依頼

する場を調整する必要がある。当病棟では、病

棟看護師と特定看護師が共に創傷ケアを行って

いる。特定看護師の創傷管理アセスメントによ

り、患者の生活状況と自己管理能力に合わせた

退院後に必要なケアを検討することができてい

る。また、家族は、患者の入院中や退院後の生

活の支えとなる。患者の家族内での役割を支援

し、患者が治療に専念できるよう、家族の協力

を得ることが必要である。
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